
広
報
広
報

広
報
広
報

2
0
2
5

2
0
2
5

２２N
o.7
2
9

N
o.7
2
9

１
月
12
日
（
日
）

１
月
12
日
（
日
）

令
和
７
年
松
崎
町
二
十
歳
の
集
い

令
和
７
年
松
崎
町
二
十
歳
の
集
い
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令
和
７
年
松
崎
町
二
十
歳
の
集
い
開
催
　

令
和
７
年
松
崎
町
二
十
歳
の
集
い
開
催
　
4949
人
の
門
出

人
の
門
出

▲宣誓をした佐藤さん（左）と梅木さん

　

１
月
12
日
に
、
今
年
度
二
十

歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
し
た

「
松
崎
町
二
十
歳
の
集
い
」
を
、

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
し
、
対
象
者
49
人
の

う
ち
、
43
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

「
記
念
式
典
」
で
は
、
参
加
者

を
代
表
し
て
、
梅
木
涼
太
さ
ん

（
中
区
）
と
佐
藤
は
な
さ
ん
（
伏

倉
）
が
「
抱
え
た
目
標
・
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
投
げ
出
さ

ず
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
日
々
続

け
て
い
き
た
い
。
お
互
い
の
助

け
を
借
り
な
が
ら
、
先
行
き
の

見
え
な
い
不
況
や
社
会
の
中
で

も
、
責
任
感
が
あ
り
、
頼
れ
る
、

誰
も
が
振
り
向
い
て
し
ま
う
よ

う
な
、
そ
ん
な
人
間
に
な
っ
て

み
せ
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し

ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
「
は
た
ち
祭
」

を
開
催
し
、
小
中
学
校
の
思
い

出
を
振
り
返
る
お
も
い
で
ク
イ

ズ
や
中
学
生
時
代
に
歌
っ
た
歌

を
合
唱
し
、
当
時
の
思
い
出
を

懐
か
し
み
な
が
ら
楽
し
み
ま
し

た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

▲君が代の伴奏をした矢野優歌さん（桜田）

▲記念式典風景

▲みんなで記念撮影

▲中高生ボランティアの受け付け

▲はたち祭風景

▲まっちーと記念撮影

２０年前の出来事
　ＴＶドラマ「世界の中心で、愛を
さけぶ」の町内ロケが行われる。小
学校統合条例が 12 月議会で可決。
尼崎でＪＲ西日本車両が脱線事故。
新潟県中越地震やスマトラ島沖地震
などの自然災害が続発。

祝祝
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防
火
・
防
災
の
誓
い
新
た
に

防
火
・
防
災
の
誓
い
新
た
に

　

１
月
４
日
、
新
春
恒
例
の
松

崎
町
消
防
団
出
初
式
が
松
崎
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

消
防
団
員
１
２
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
土
屋
団
長
が

「
昨
年
は
約
２
年
３
カ
月
ぶ
り

に
町
内
で
火
災
が
発
生
し
た
が
、

幸
い
に
も
人
的
被
害
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
自
然
災

害
に
お
い
て
は
、
幸
い
に
も
町

内
で
大
き
な
被
害
は
発
生
し
な

か
っ
た
が
、
元
日
の
能
登
半
島

地
震
、
８
月
の
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
の
発
表
な
ど
、
自

然
の
脅
威
を
切
に
感
じ
た
１
年

と
な
っ
た
。
町
民
は
安
心
安
全

な
町
づ
く
り
に
お
い
て
、
消
防

団
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
お

り
、
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も

消
防
団
一
丸
と
な
っ
て
活
動
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い｣

と
訓
示
を
述
べ
、
地
域
防
災
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
永
年
に
わ
た
っ
て

防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
団

小
隊
表
彰

第
５
分
団　

第
１
小
隊

第
３
分
団　

第
３
小
隊

第
２
分
団　

第
２
小
隊

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

▲団員の前で年頭の辞を述べる土屋団長

▲那賀川での一斉放水

松
崎
町
消
防
団
出
初
式

松
崎
町
消
防
団
出
初
式

員
や
家
族
へ
の
表
彰
、
規
律
訓

練
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
ラ
ッ
パ

隊
を
先
頭
に
消
防
団
員
、
消
防

車
両
11
台
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー

ド
と
那
賀
川
で
の
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

３
―
１　

班　

長　

土
屋
信
二

６
―
１　

団　

員　

齋
藤　

究

静
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
功
績
章

１
―
３　

部　

長　

佐
藤
輝
彦

功
績
章

本　

部　

本
部
部
長　

山
田
雄
介

１
―
１　

副
分
団
長　

松
原　

彰

１
―
３　

班　

長　

岡
村　

篤

３
―
３　

班　

長　

細
田
照
夫

４
―
１　

団　

員　

石
田
光
昭

特
別
功
労
章

６
分
団　

分
団
長　

斉
藤
辰
巳

１
―
１ 

 

団　

員　

山
﨑
聖
仁

２
―
１ 

 

団　

員　

小
鹿
友
希

２
―
２　

団　

員　

清
水　

豊

５
―
１　

班　

長　

菊
池
宏
樹

６
―
１　

団　

員　

齋
藤
佳
仁

６
―
１　

団　

員　

鈴
木
辰
徳

功
労
章

本　

部　

本
部
部
長　

山
本
和
成

１
―
１　

団　

員　

石
田
康
大

２
―
２　

団　

員　

武
田
拓
郎

３
―
１　

団　

員　

松
田　

朗

３
―
１　

団　

員　

稲
葉
栄
喜

４
―
１　

副
分
団
長　

山
﨑
大
介

６
―
１　

班　

長　

斎
藤
裕
太

勤
続
功
労
章

１
―
２　

部　

長　

関　

重
利

１
―
２　

班　

長　

松
本
真
樹

１
―
３　

団　

員　

矢
谷
慶
隆

２
―
１　

団　

員　

土
屋
和
貴

２
―
１　

団　

員　

髙
橋
勇
太

２
―
２　

部　

長　

石
田
裕
紀

２
―
２　

団　

員　

石
田
真
吾

３
―
１　

団　

員　

馬
場
哲
也

３
―
１　

団　

員　

菊
地　

仁

３
―
３　

班　

長　

細
田
競
太

５
―
２　

部　

長　

菊
池
宏
明

５
―
２　

団　

員　

菊
池
亮
介

６
―
１　

団　

員　

斎
藤
幸
斗

６
―
１　

団　

員　

稲
葉　

俊

６
―
１　

団　

員　

齋
藤　

将

静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
長

表
彰

功
労
章

２
―
２　

部　

長　

石
田
裕
紀

西
伊
豆
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

功
労
章

１
―
１　

班　

長　

松
田
汰
生

２
―
１　

班　

長　

石
田
洋
介

７
年
勤
続
功
労
章

１
―
１　

班　

長　

佐
藤
紀
彦

３
―
１　

団　

員　

土
屋　

人

３
―
３　

団　

員　

髙
橋
博
紀

４
―
１　

部　

長　

花
田
真
志

５
―
２　

班　

長　

堤　

孝
太

６
―
１　

副
分
団
長　

土
屋
辰
巳

６
―
１　

団　

員　

松
本
嵩
也

松
崎
町
消
防
団
長
表
彰

善
行
章

１
―
１　

班　

長　

小
嶋
翔
太

２
―
１　

団　

員　

奥
山
貴
生

２
―
２　

班　

長　

土
屋
文
貴

▲町内パレードの様子

  

表
　
彰

自
治
体
消
防
75
周
年
記
念
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

消
防
団
員
家
族
表
彰

本　

部　

団　

長　

土
屋
宗
三
郎
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災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
協
定

　

令
和
６
年
11
月
19
日
、
青
森

県
今
別
町
と
、
大
規
模
な
自
然

災
害
お
よ
び
火
災
な
ど
が
発
生

し
、
そ
の
災
害
な
ど
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
被
災
し
た
場

合
に
、
被
災
し
た
自
治
体
が
単

独
で
は
十
分
な
応
急
措
置
が
で

き
な
い
と
き
、
被
災
側
が
要
請

す
る
応
急
措
置
な
ど
を
円
滑
に

遂
行
す
る
た
め
の
、
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
時

に
応
援
職
員
の
派
遣
や
必
要
な

資
機
材
な
ど
の
提
供
を
行
い
、

有
事
の
際
に
相
互
に
応
援
す
る

体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

※
青
森
県
今
別
町

　

津
軽
半
島
北
部
に
位
置
す
る

人
口
約
２
１
０
０
人
の
町
で
、

青
函
ト
ン
ネ
ル
の
本
州
側
の
入

口
の
町
。
ま
た
、
北
海
道
新
幹

災
害
援
助
に
必
要
な
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
の
供
給
等
に
関
す
る

覚
書

　

令
和
６
年
11
月
21
日
、
静
岡

県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
西
伊
豆
地
区

会
と
「
災
害
援
助
に
必
要
な
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
の
供
給
等
に
関
す
る
覚

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
１
月
に
静
岡
県
と

（
一
社
）
静
岡
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

と
の
間
で
「
災
害
援
助
に
必

要
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
等
に
関

す
る
協
定
書
」
が
締
結
さ
れ
、
こ

の
協
定
書
に
基
づ
き
、
各
地
区

会
と
市
町
の
間
で
、
支
援
内
容

や
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
当
事

者
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
な
ど
を
勘

案
し
、
よ
り
明
確
に
具
体
化
す

る
た
め
の
「
覚
書
」
を
締
結
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
締
結
し
た
覚
書
に
よ
り
、

特
定
施
設
を
指
定
し
、
災
害
時

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
優
先
的
に
供
給

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

地
域
防
災
訓
練

　

令
和
６
年
12
月
１
日
に
「
地

域
防
災
の
日
」
と
し
て
、
自
助

と
共
助
の
推
進
を
重
点
項
目
に

掲
げ
、
地
域
防
災
体
制
を
構
築

し
「
減
災
」
の
実
現
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
各
自
主
防
災
会

（
地
区
）
ご
と
に
訓
練
が
実
施

さ
れ
、
避
難
タ
ワ
ー
へ
の
避
難

訓
練
や
防
災
講
演
な
ど
が
実
施

さ
れ
た
他
、
静
岡
県
と
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
連
携
訓
練
な
ど
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

峰
区
自
主
防
災
会

　

峰
区
で
は
、
能
登
半
島
地
震

の
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
現
地
入
り
し
た
松
崎
町
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
玉
木
優
吾
氏

か
ら
被
災
地
の
状
況
や
、
同
じ

く
松
崎
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
佐
藤
和
彦
氏
か
ら
、
峰
区
内

の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
の
防
災

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
体
験
に
基
づ
く
講
演
は
、

区
民
の
方
も
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
連
携
訓
練

　

静
岡
県
地
域
防
災
訓
練
の
一

環
と
し
て
、
町
内
７
つ
の
孤
立

予
想
集
落
の
う
ち
、
池
代
地
区

の
池
代
農
村
公
園
に
お
い
て
、

静
岡
県
警
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
、
住
民
輸
送
を
想
定
し
た

訓
練
が
実
施
さ
れ
、
住
民
に
よ

る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
誘
導
方
法

の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲協定書締結式

▲覚書締結式

▲峰区公民館にて▲池代農村公園にて

関

係

団

体

と

の

災

害

援

助

に

関

す

る

協

定

線
の
停
車
駅
「
奥
津
軽
い
ま
べ

つ
駅
」
が
開
業
さ
れ
て
い
る
。
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静
岡
県
で
は
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
３
月
11
日
を
含

む
10
日
間
を
「
津
波
対
策
推
進

旬
間
」と
定
め
、
３
月
９
日
（
日
）

を
統
一
実
施
日
と
し
て
津
波
避

難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

松
崎
町
で
は
、
昨
年
度
ま
で

「
津
波
避
難
訓
練
」
と
し
て
、

津
波
浸
水
想
定
の
17
地
区
を
対

象
に
訓
練
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
よ
り
「
地
震
・

津
波
避
難
訓
練
」
に
名
称
を
変

更
し
て
、
35
の
全
て
の
地
区
を

対
象
に
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
各
自
主
防
災

会
（
地
区
）
ご
と
に
計
画
を
立

て
て
い
た
だ
き
、
訓
練
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お

住
ま
い
の
自
主
防
災
会
（
地
区
）

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

地

震

・

津

波

避

難

訓

練

地
域
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

確
認

○
即
時
避
難
の
実
践
・
検
証

○
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支

　

援
体
制
の
検
証

○
自
助
・
共
助
の
推
進

　

令
和
７
年
３
月
９
日
（
日
）

　

※
こ
れ
ま
で
の
訓
練
で
は
、

　
　

地
震
発
生
想
定
時
刻
を
事

　
　

前
に
お
伝
え
し
て
い
ま
し

　
　

た
が
、
今
回
の
訓
練
よ
り
、

　
　

具
体
的
な
訓
練
開
始
時
刻

　
　

は
事
前
に
周
知
し
な
い
こ

　
　

と
と
し
ま
す
。

に
」
に
避
難
す
る
か
、
あ
ら
か

じ
め
整
理
し
た
も
の
で
す
。
前

も
っ
て
計
画
を
作
成
し
て
お
く

こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

避
難
に
役
立
ち
ま
す
。

　

計
画
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
も
作

成
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
静

岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
て
作
成
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

※ 

避
難
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
使
い

方
に
つ
い
て
は
、
左
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
左

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
確
認

で
き
ま
す
）

　

静
岡
県
が
作
成
し
た
「
わ
た

し
の
避
難
計
画
」
と
は
、
身
の

回
り
の
災
害
リ
ス
ク
に
備
え
て

「
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」
で
「
ど
こ

静
岡
県
防
災
ア
プ
リ
で

避
難
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

わ
た
し
の
避
難
計
画

▲ Android
　二次元コード

▲ iPhone
　二次元コード

　

静
岡
県
総
合
防
災
ア
プ
リ

「
静
岡
県
防
災
」
の
避
難
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
能
を
使
用
す
る
と
、

避
難
場
所
ま
で
の
経
路
や
避
難

に
要
し
た
時
間
を
記
録
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
避
難
経
路
に
各
種
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
情
報
や
津
波

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
避

難
訓
練
の
際
に
、
ア
プ
リ
を
起

動
し
て
、
実
際
に
避
難
先
ま
で

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

ア
プ
リ
に
は
、
防
災
情
報
の

通
知
の
受
け
取
り
、
避
難
場
所
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
危
険

度
の
確
認
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
て
お
使
い
く
だ
さ

い
。

重
点
項
目

○
緊
急
避
難
場
所
・
避
難
路
の

訓
練
実
施
日

訓
練
想
定

　

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す

る
大
規
模
地
震
が
発
生
し
、
松

崎
町
で
震
度
６
強
が
観
測
さ
れ
、

大
津
波
が
襲
来
す
る
こ
と
を
想

定
。

訓
練
内
容

・
各
自
主
防
災
会
の
訓
練
計
画

　

に
基
づ
き
実
施

・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
配
信

▲避難トレーニング
　二次元コード

▲避難トレーニング　チラシ ▲静岡県総合防災アプリ　チラシ

▲わたしの避難計画

▲静岡県ホームページ
　二次元コード
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資
格
確
認
書
は
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
登
録
を
さ
れ
て
い

な
い
方
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
の
被
保

険
者
資
格
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。

・
効
期
限
切
れ
の
方

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
返

・
納
者

・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な
ど
で
マ
イ
ナ

・
ポ
ー
タ
ル
や
医
療
機
関
な
ど

・
で
自
己
情
報
が
閲
覧
で
き
な

・
い
設
定
を
し
て
い
る
方　

な
ど

保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

　

国
の
方
針
に
基
づ
き
、
従
来

の
保
険
証
の
新
規
発
行
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

廃
止
時
点
で
発
行
済
み
の
保

険
証
は
、
経
過
措
置
に
よ
り
、

保
険
証
に
記
載
の
有
効
期
限

（
最
長
で
令
和
７
年
７
月
31
日
）

ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
交
付
し

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
方
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
登
録
を
さ
れ
て
い
な

い
方
に
は
、
保
険
証
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
で
き

ま
す
。

※
再
交
付
や
差
し
替
え
が
必
要

　

に
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
そ

　

の
時
点
か
ら
「
資
格
情
報
の

　

お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
資
格

　

確
認
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

保
険
証
廃
止
後
の
対
応

【問合せ】　国民健康保険について　　　　健康福祉課（４２）３９６６

　　　　　マイナンバーカードについて　窓口税務課（４２）３９６８

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
に

は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

資
格
確
認
書
に
つ
い
て

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛

・
失
し
た
方

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
更

・
新
中
の
方

・
介
助
者
な
ど
の
第
三
者
が
要

・
配
慮
者
に
同
行
し
て
資
格
情

・
報
を
補
助
す
る
必
要
が
あ
る

・
な
ど
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の

・
受
診
が
困
難
な
方　

な
ど

マイナ保険証

マイナ保険証

R6.8.1
更新

R6.12.2
廃止

R7.8.1
更新

保険証(最長 R7.7.31 まで有効 )

資格情報のお知らせ

資格確認書

有

無

発行イメージ

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登

録
に
つ
い
て

　

松
崎
町
役
場
や
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
、セ
ブ
ン
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

医
療
機
関
や
薬
局
の
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
か
ら
利
用

申
込
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
不
要
で
交
付
さ
れ
る
方

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　

持
っ
て
い
な
い
方

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　

持
っ
て
い
る
が
、
保
険
証
利

　

用
登
録
を
行
っ
て
い
な
い
方

・
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
登
録
の

　

解
除
申
請
を
し
た
方

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有

▼
申
請
が
必
要
な
方

▼
申
請
方
法

　

次
の
書
類
を
ご
用
意
の
上
、

健
康
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

・
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
（
マ

・
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転

・
免
許
証
な
ど
）

・
別
世
帯
の
方
が
代
理
で
申
請

・
す
る
場
合
は
、
委
任
状
と
代

・
理
人
の
本
人
確
認
書
類

　国民健康保険に加入されている皆さまへ　
　　令和６年 12 月２日から保険証に代わり

　　　　  「資格確認書」または「資格情報のお知らせ」を交付します
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よ
く
あ
る
質
問

　
　

会
社
の
保
険
か
ら
国
民
健

　

康
保
険
に
変
わ
っ
た
が
、
再

　

度
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登

　

録
が
必
要
か
？

 
 

　

再
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
た
だ
し
、
役
場
へ
の

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱

　

退
の
手
続
き
は
、
引
き
続
き

　

必
要
で
す
。

　
　

保
険
証
の
利
用
登
録
が
し

　

て
あ
る
の
か
ど
う
か
の
確
認

　

方
法
は
？

　

  　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン

し
「
登
録
状
況
の
確
認
」
の

「
確
認
」
を
押
下
し
て
い
た

だ
く
と
、
健
康
保
険
証
の
登

録
状
況
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
松
崎
町
役
場
１
階

カ
ウ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ

る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
端
末
で

も
、
登
録
状
況
を
確
認
で
き

ま
す
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
４
桁
の
暗
証
番
号
が
必

要
で
す
）
。

問問答

【保険証廃止後の医療機関などの受診方法】

１　マイナ保険証を持っている方

　① マイナ保険証を使って受診

　② 有効な保険証を使って受診

② 　令和６年 12 月２日時点で有効な保険証は、最長で令和７年７月 31 日まで使用できる

② 　経過措置が設けられています。

２　マイナ保険証を持っていない方

　① 有効な保険証を使って受診

　② 資格確認書を使って受診

② 　保険証の有効期間が到来した場合、転職や転居により保険者を異動した場合には、氏

② 　名や生年月日などが記載された「資格確認書」を交付します。

３　マイナ保険証に対応していない医療機関などを受診する場合

　① 有効な保険証を使って受診

　② 資格確認書を使って受診

　③ 資格情報のお知らせとマイナ保険証を使って受診

③ 　保険証の有効期間が到来した場合、転職や転居により保険者を異動した場合、マイナ

③ 　保険証を保有している方へは「資格情報のお知らせ」を交付します。

③ 　この「資格情報のお知らせ」とマイナ保険証を合わせて、医療機関などの窓口へ提示

③ 　することで受診が可能となります。「資格情報のお知らせ」のみでは受診できません。

※「マイナ保険証」とは、健康保険証の利用登録がされたマイナンバーカードをいいます。

※後期高齢者医療保険の方は、暫定的な運用として令和７年８月の更新までは、マイナ保険証

　の保有状況にかかわらず「資格確認書」を交付します。

答

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登

録
解
除
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録

の
解
除
を
希
望
す
る
方
は
、
申

請
に
よ
り
利
用
登
録
を
解
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の

松
崎
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
別
世
帯
の
方
が
代
理
で
申
請

・
す
る
場
合
は
、
委
任
状
と
代

・
理
人
の
本
人
確
認
書
類

▼
注
意
事
項

　

利
用
登
録
解
除
後
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
上
の
「
健
康
保
険
証

利
用
登
録
の
申
込
状
況
」
画
面

に
反
映
さ
れ
る
ま
で
、
１
～
２

カ
月
程
度
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
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町
で
は
、
お
子
さ
ま
が
等
し

く
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
、
就
学
費
用
の
一
部

を
補
助
ま
た
は
貸
し
付
け
し
て

い
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
の
通
学
（
進
学
）

す
る
学
校
や
家
庭
の
経
済
状
況

な
ど
に
応
じ
て
、
利
用
で
き
る

制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
援
助
の
内
容
】

《
小
学
校
》

学
用
品
費　

１
万
１
６
３
０
円

給
食
費　
　

５
万
３
９
５
０
円

《
中
学
校
》

学
用
品
費　

２
万
２
７
３
０
円

給
食
費　
　

６
万
４
８
５
０
円

（
令
和
６
年
度
年
額
）

　

そ
の
他
、
新
入
学
学
用
品
費
・

修
学
旅
行
費
な
ど
が
該
当
と
な

る
学
年
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

現
在
通
学
し
て
い
る
学
校
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
新
入

学
児
童
生
徒
に
つ
き
ま
し
て

は
、
入
学
後
す
ぐ
に
学
校
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
４
月

の
認
定
に
な
ら
な
い
場
合
、
新

入
学
学
用
品
費
の
支
給
に
該
当

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
学
校
納
付
金

を
免
除
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
納
付
金
は
、
各
学

校
の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
必

ず
全
額
納
め
て
く
だ
さ
い
。

○
松
崎
町
に
住
所
の
あ
る
方

○
町
が
定
め
る
金
融
機
関
か
ら

　

教
育
資
金
を
借
り
入
れ
た
方

○
世
帯
の
年
間
所
得
金
額
が
７

　

７
０
万
円
以
下
の
方

○
償
還
実
績
表
提
出
時
に
町
税

　

な
ど
を
完
納
し
て
い
る
方

【
給
付
の
条
件
】

○
利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
教

　

育
資
金
借
入
限
度
額
は
、
修

　

学
者
１
人
に
つ
き
５
０
０
万

　

円
と
な
り
ま
す
。

○
利
子
の
補
給
額
は
、
当
該
年

　

度
中
に
支
払
っ
た
利
子
の
う

　

ち
年
率
３
・
０
％
以
内
と
な

　

り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

小 

中 

学 

生 

向 

け

子

ど

も

の

夢

を

か

な

え

る

就
学
援
助

・
支
援
制
度

就
学
援
助
制
度

【
対
象
】

　

松
崎
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て

お
り
、
町
内
の
小
中
学
校
に
通

う
児
童
生
徒
が
い
る
保
護
者
の

う
ち
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
、
ま
た
は
生
活
保
護
に
準

ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
方
（
生
活
状
況
の

調
査
を
行
う
他
、
町
税
な
ど
の

減
免
ま
た
は
、
住
民
税
が
非
課

税
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
）
。

　

ま
た
、
他
の
就
学
援
助
制
度

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

高 

校 

生 

以 

上 

向 

け

奨
学
金
貸
付
制
度

【
対
象
】

　

保
護
者
が
松
崎
町
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
、
現
に
松
崎

町
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る
家
庭
の
就
学
者
。

【
貸
付
方
法
】

　

年
２
回
。
４
月
末
日
に
４
月

か
ら
９
月
分
、
10
月
末
日
に
10

月
か
ら
３
月
分
の
奨
学
金
を
指

定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

　

申
請
時
期
に
よ
っ
て
、
支
払

時
期
と
回
数
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
入
学
一
時
金
の
貸
し

付
け
は
、
入
学
し
た
年
度
に
１

人
１
回
と
な
り
ま
す
。

【
貸
付
条
件
】

○
貸
付
金
は
無
利
子
と
し
、
償

　

還
期
限
は
、
据
置
期
間
終
了

　

後
10
年
以
内
の
均
等
年
賦
償

　

還
ま
た
は
均
等
月
賦
償
還
と

　

な
り
ま
す
。

○
貸
付
金
の
据
置
期
間
は
、
卒

　

業
後
１
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

○
町
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る

　

保
護
者
お
よ
び
保
護
者
以
外

　

の
方
の
連
帯
保
証
が
必
要
に

　

な
り
ま
す
。

教
育
資
金
利
子
補
給
金
制
度

【
対
象
】

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

　

町
の
制
度
の
他
に
、
静
岡
県

に
お
い
て
も
公
立
高
校
へ
通
う

お
子
さ
ま
の
た
め
の
就
学
支
援

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
子
さ
ま
が
通
っ
て
い
る
高
校

ま
た
は
静
岡
県
教
育
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

静
岡
県
教
育
委
員
会

０
５
４
（
２
２
１
）
３
１
１
０

県
の
制
度

奨学金貸付制度　貸付限度額

区　　　　分 入学一時金 月　額

　高等学校 （ろう学校または特別支援学校の
　高等部および専修学校の高等課程を含む）

100,000 円 20,000 円

大学 ( 短期大学および
専修学校の専門課程 )

第１学年～第４学年 200,000 円 30,000 円

高等専門学校 第１学年～第５学年 100,000 円 20,000 円

備　　　考 入学一時金の貸し付けは、 入学した年度に１人１回とする
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令
和
６
年
分
の
確
定
申
告

（
所
得
税
の
申
告
）
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ご
自
宅
か

ら
の
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
申
告
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
い
た
だ
く
他
、
申
告
書
の
作

成
方
法
な
ど
の
動
画
を
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
「
国
税
庁
動
画

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
も
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

下
田
税
務
署
よ
り

下
田
税
務
署
よ
り

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

【
場
所
】

【
下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【（
サ
ン
ワ
ー
ク
下
田
）

【
期
間
】

【
２
月
17
日
（
月
）
～

　

３
月
17
日
（
月)

【
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

【
時
間
】

【
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
※
入
場
に
は
入
場
整
理
券
が

【　
必
要
で
す
。

【
※
こ
の
期
間
、
下
田
税
務
署

【　
で
は
申
告
書
の
作
成
指
導

【　
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

【
※
ご
来
場
の
際
は
、
源
泉
徴

【　
収
票
や
各
種
控
除
証
明
書

【　
な
ど
の
必
要
書
類
の
ご
用

【　
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
※
会
場
で
は
、
基
本
的
に
は

【　
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

【　
ン
で
申
告
し
て
い
た
だ
き

【　
ま
す
の
で
、
事
前
に
マ
イ

【　
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
を
イ

【　
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
と
も

【　
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

【　
ド(

＊)

を
お
持
ち
い
た

【　
だ
く
と
申
告
書
の
作
成
が

【 
 

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

確
定
申
告
会
場
へ
の
来
場
を

お
考
え
の
方
は
、
次
の
日
程
で

申
告
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
確
定
申
告
会
場
へ
の

入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

入
場
整
理
券
は
、
確
定
申
告

会
場
で
の
当
日
配
布
、
ま
た
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
利
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
前
発
行

の
２
つ
の
方
法
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
（
入
場
整
理
券
の
配
布

状
況
に
応
じ
て
、
後
日
の
来
場

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

　� (

＊)

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
発
行
時
に
設
定
し
た
次

の
パ
ス
ワ
ー
ド
も
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
署
名
用
電
子
証
明
書

（
英
数
字
６
桁
～
16
桁
）

・
利
用
者
証
明
書
用
電
子
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　

（
数
字
４
桁
）

【
時
間
】

【
午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
午
後
１
時
～
午
後
４
時

【
※
確
定
申
告
会
場
と
同
様
に

【
　
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

確定申告書等作成コーナー国税庁動画チャンネル
��

確��

定��

申��

告��

会��

場

���

確
定
申
告
相
談
（
出
張
相
談
）

【
場
所
】

【
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
４
階

【
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

【
日
時
】

【
２
月
19
日
（
水
）

【
午
前
10
時
～
正
午

【
午
後
１
時
～
午
後
４
時

【
※
税
務
署
職
員
が
来
庁
し
、
電

【
※
子
申
告
（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）
に
よ

【
※
る
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

【
※
事
前
予
約
制
で
す
。

���

無��

料��

税��

務��

相��

談��

所

【
場
所
】

【
下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【（
サ
ン
ワ
ー
ク
下
田
）

【
第
２
会
議
室

【
日
時
】

【
２
月
19
日
（
水
）
～

２
月
21
日
（
金
）

〇
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、

　

収
支
内
訳
書
、
青
色
申
告
決

　

算
書
お
よ
び
医
療
費
控
除
の

　

明
細
書
は
ご
自
宅
で
事
前
作

　

成
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
の
期

　

限
は
、
３
月
17
日(

月)

で
す
。

〇
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

の
申
告
と
納
税
の
期
限
は
、

　

３
月
31
日(

月)

で
す
。

〇
譲
渡
所
得
（
株
式
お
よ
び
土

　

地
・
建
物
な
ど
の
売
却
に
よ

　

る
所
得
）
お
よ
び
贈
与
税
の

　

申
告
相
談
は
、
下
田
市
民
ス

　

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ワ

　

ー
ク
下
田
）
で
の
み
行
っ
て

　

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署(

２
２)

０
１
８
５

※
自
動
音
声
に
て
案
内
し
て
い

　

ま
す
。
ご
用
件
に
応
じ
て
番

　

号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

��

そ��

の��

他

国税庁 LINE 公式アカウント
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昨
年
11
月
に
浜
松
市
で
開
催

さ
れ
た
第
67
回
静
岡
県
更
生
保

護
大
会
に
お
い
て
、
保
護
司
と

し
て
更
生
保
護
活
動
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、
西
豆
地
区

保
護
司
会
会
長
の
関
和
則
さ
ん

（
松
崎
）
が
法
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
さ
ん
は
平
成
21
年
７
月
に

法
務
大
臣
か
ら
保
護
司
を
委
嘱

さ
れ
、
15
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

地
域
に
お
け
る
犯
罪
予
防
活
動

に
貢
献
・
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
崎
高
校
の
総
合
的
な
探
究

の
時
間
「
西
豆
学
」
は
「
２
０

３
０
松
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

連
携
し
「
西
豆
で
学
ぶ
」
こ
と

を
重
視
し
た
探
究
学
習
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
西
豆

地
域
の
文
化
や
経
済
、
自
然
に

親
し
む
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

の
問
題
を
見
つ
け
、
自
ら
の
興

味
や
関
心
と
結
び
つ
け
な
が
ら

「
自
分
の
在
り
方
や
生
き
方
」

を
探
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

「
次
世
代
を
主
体
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
る
２
０
３
０
松
崎
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
探
究
学
習
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
、
生
徒
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
経
験
を
通
じ
て
、
自

ら
の
「
問
い
」
に
向
き
合
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
大
人
と

関
わ
る
中
で
、
西
豆
地
域
が
持

つ
「
地
域
力
」
に
支
え
ら
れ
、

視
野
が
広
が
り
、
大
き
な
成
長

を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
社
会
と
の
関

わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
自
ら
問

２
０
３
０
松
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
よ
り

　

 　

～
松
崎
高
校
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間
「
西
豆
学
」
～

い
を
立
て
、
情
報
を
集
め
、「
対

話
」
を
重
ね
、
課
題
解
決
を
探

る
探
究
学
習
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
新
た
な
時
代
の

「
希
望
」
と
「
幸
せ
」
を
創
り

出
す
力
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
生

徒
一
人
一
人
の
目
標
が
応
援
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
強
み
を

見
つ
け
ら
れ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

稲
葉
渉
（
松
崎
高
校
）

保
護
司
が

　
法
務
大
臣
表
彰

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８ ▲受賞された関和則さん（松崎）

姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

  

姉

妹

都

市

通

信

 

北
海
道
帯
広
市
か
ら

「
日
高
山
脈
襟え

り
も裳

十
勝
国
立

公
園
」
が
誕
生
し
ま
し
た

　

昨
年
６
月
、
帯
広
市
を
含
む

13
市
町
村
に
ま
た
が
る
日
高
山

脈
が
、
国
内
35
番
目
の
国
立
公

園
「
日
高
山
脈
襟え

り
も裳

十
勝
国
立

公
園
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
高
山
脈
襟え

り
も裳

十
勝
国
立
公

園
は
、
氷
河
の
作
り
出
し
た
地

形
や
日
本
唯
一
の
地
質
が
見
ら

れ
る
他
、
ヒ
グ
マ
や
ナ
キ
ウ
サ

ギ
な
ど
、
北
海
道
を
代
表
す
る

野
生
動
植
物
が
数
多
く
生
息
し

て
い
ま
す
。
公
園
区
域
は
25
万

２
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
陸
域
で

は
国
内
最
大
の
国
立
公
園
で
す
。

　

指
定
に
当
た
っ
て
は
、
内
陸

部
か
ら
海
ま
で
延
々
と
連
な
る

山
脈
の
雄
大
さ
と
、
そ
の
一
帯

が
原
生
的
な
自
然
状
態
を
保
っ

た
ま
ま
国
内
最
大
の
ま
と
ま
り

を
も
っ
て
存
在
す
る
こ
と
が
、

わ
が
国
を
代
表
す
る
に
足
る
傑

出
し
た
自
然
の
風
景
地
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
特
異
な
成
り
立

ち
と
、
山
岳
か
ら
海
岸
ま
で
の

多
様
な
自
然
環
境
を
有
す
る
こ

と
で
、
こ
の
地
域
に
し
か
な
い

固
有
な
動
植
物
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
学
術
的
に
も
高
い
評

価
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
１
４
０
年
余
り
前
、

晩
成
社
を
率
い
て
帯
広
市
の
開

拓
に
挑
ん
だ
依
田
勉
三
も
眺
め

た
で
あ
ろ
う
雄
大
な
山
々
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
お
越
し
に
な
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲日高山脈

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ ▲フィールドワークの様子
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エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

124kcal 7.8g 3.7g 9.0g 0.5g

（１食当たり）

和風豆腐マヨサラダ

－　材 料（４人前）－

木綿豆腐・・・・・・・・1 丁

小松菜・・・・・・・・・４株

かにかまぼこ・・・・・・４本

【Ａ】

マヨネーズ・・・・・・・30 ｇ

しょうゆ・・・・・・・・・大２

砂糖・・・・・・・・・小 1 強

白いりごま・・・・・・・適量

かつお節・・・・・・・・適量

－　作り方　－

①木綿豆腐はしっかり水気を切っておく。

　小松菜は洗い、３cm 幅に切り、お湯で 1 分程ゆでた

　ら、水で冷やして絞っておく。

　また、かにかまぼこは手で裂いてほぐしておく。

②別のボウルに【A】を合わせておく。

③②に手で豆腐をほぐし入れ、小松菜とかにかまぼこも

　加えて和える。

④皿に盛りつけ、かつお節と白いりごまをふりかける。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.54

町 

長 

コ 

ラ 

ム 　

第
38
回

祝
・
二
十
歳
の
集
い

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

先
月
12
日
に
、
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
二
十

歳
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
は
対
象
者
が
49

人
で
、
自
分
の
と
き
と
比
べ

る
と
少
な
く
な
っ
た
と
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
が
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
仲
間
と
笑
顔
で
会
話

を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
見

て
、
数
な
ん
て
関
係
な
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
民
法
の
改

正
に
よ
っ
て
成
人
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
松
崎
町
で
は
従
来
ど
お

り
二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎

え
る
年
に
集
う
機
会
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
知
っ
て
い
る
子

も
多
く
、
父
親
ど
こ
ろ
か
祖

父
の
よ
う
な
気
持
ち
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
年
ほ
ど
前
か
ら
、
式
典

終
了
後
の
第
２
部
に
つ
い
て

は
出
席
さ
れ
る
方
の
中
か
ら

実
行
委
員
を
決
め
、
企
画
か

ら
運
営
ま
で
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
ク
イ
ズ
の
中
に
幼
い
頃

の
写
真
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
が
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
笑
い
声
が
会
場
中
に
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
若
い

力
を
い
た
だ
き
、
み
ん
な
の

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
松

崎
町
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
こ
う
と
、
心
に

誓
い
ま
し
た
。

－ここがポイント－

タンパク質豊富で栄養バランスのよいフレイル（※）

予防のレシピです。

（※）フレイル：筋力や心身の活力が低下し虚弱の状態

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
3838
回回



 My Town Topics～まちのできごと～

　12 月 12 日、依田勉三翁の１００回忌を迎え、玉
林寺で、北海道帯広市との開拓姉妹都市交流 40周年
行事に参加した有志がお墓参りを行いました。
　お墓参りには、東京帯広会の方々など関係者が参
加し、帰一寺住職に読経をしてもらった後、依田勉
三翁が、帯広市開拓当初に詠んだ「開拓の　始めは
豚と　一つ鍋」という歌を踏まえ、北のひとつ鍋を
囲んで語り合う直来が行われました。

依田勉三翁１００回忌　お墓参り

　12 月 24 日と 25 日に、松崎小学校で、学習支援
事業「まつざき寺子屋」が行われました。この取り
組みは、中学生や高校生、地域のボランティアの方々
が小学生の学習を支援するもので、参加した小学生
は、冬休みの宿題などでわからないところについて
丁寧に教えてもらいました。
　また、寺子屋の後にはボッチャの体験をして交流
を深めました。

　12 月 19 日、聖和保育園で、フラワーアレンジメ
ント体験が行われました。
　この体験は、花育教室の一環として、賀茂地区の
若手農業者で構成される賀茂青年農業士を講師に迎
えて行われ、参加した 12人の年長児は、東伊豆町や
河津町の特産であるカーネーション約 10本を、それ
ぞれの好みに合わせてデコレーションした花瓶に楽
しく生けました。

　12月 17日、松崎幼稚園で、２学期最後の行事「楽
しい集まり」が行われました。
　この行事では、各学年の園児たちが、歌を歌ったり、
ダンスを踊ったほか、劇やオペレッタを楽しみ、保
護者の方々に披露しました。
　園児たちは大勢の前での演技に緊張していました
が、大きな声で演じる姿に、会場に来ていた保護者
の方々からは大きな拍手が送られました。

12

松崎幼稚園 「楽しい集まり」

聖和保育園 「フラワーアレンジメント体験」

学習支援事業 「まつざき寺子屋」



 My Town Topics～まちのできごと～

　１月２日、雲見海岸で、新年恒例の乗り初めが行
われました。
　乗り初めは、今年１年の航海の安全・豊漁・商売
繁盛・千客万来などを祈願して毎年行われる行事で
す。今年は、観光客や地元住民など約２５０人が集
まって、法被姿の観光関係者がまいた縁起物の餅や
菓子を多く取ろうと、夢中になって楽しんでいまし
た。

雲見海岸乗り初め

　１月 21 日、環境改善センターで、第 36 回松崎
町農業振興会ポンカン品評会が開催され、市川瑛さ
ん（道部）が金賞に輝きました。
　今年は 12農家から 34点のポンカンが出品され、
形状や光沢、外傷などの外観、糖度や食味などの内
容を基準に審査されました。
　また、同日にはポンカンの直売も行われ、多くの
人で賑わいました。

　１月 19日、舟寄神社で弓まつりが行われました。
これは、五穀豊穣や無病息災を祈願して毎年行われ
ている新春恒例行事で、氏子総代、区長、松崎江南
弓道会の方々が参列した神事の後、本殿に祭った的
を矢場に移し、礼射奉納が行われました。
　礼射奉納では、松崎江南弓道会の松本晃さんが、
28㍍先にある直径約 36㌢の的を狙って矢を放ち、そ
の後、弓道会の方々が射会を行いました。

　１月 11日以降、町内各地で、正月の伝統行事であ
るどんど焼きが行われました。
　各地区では、どんど焼きの１週間ほど前からしめ
縄や松飾りなどを長い竹などで組んだ「賽の神」を
用意し、当日のどんど焼きを迎えました。
　松崎地区では、松崎海岸に設置された賽の神に火
をつけ、約 20人が無病息災を願って立ち上る煙を眺
めていました。
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どんど焼き

舟寄神社　弓まつり

第 36回松崎町農業振興会ポンカン品評会



町の人口と世帯
（令和６年 12 月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,658 人　（ー  6 人）

　男　　　2,666 人　（ー  3 人）

　女　　　2,992 人　（ー  3 人）

世帯数　　2,829 戸　（ー  2 戸）

転　入　    9 人　転　出    8 人

出　生　    0 人　死　亡      7 人

戸籍だより

地 区 氏 名 年齢 届 出 人

峰 佐藤喜代子 95 佐藤　明雄

江奈２ 須田　充男 75 須田　久則

　令和６年 12 月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　0 件　（－１）

　物損事故　　 16 件　（＋ 7）

　死　　者　　　０人　（±０）

　傷　　者　　　０人　（－１）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松
崎
文
芸

松
崎
文
芸

風
強
き
日
の
た
た
ず
ま
い
里
山
の

　
も
み
じ
あ
か
づ
眺
む
る
一
日
に
し
て 

　
石
田
　
安
江

い
つ
の
間
に
い
た
は
ら
れ
る
身
に
な
り
た
る
か

　
何
気
な
く
肩
を
包
む
手
の
あ
り
　
　    

岡
村
　
芳
子

ぼ
ん
や
り
と
雲
の
向
か
う
に
隠
れ
て
も
　

　
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
は
強
く
輝
く
　
　 

　
杉
山
安
紀
子

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

お 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）

-

短
歌-

（12月届出分）
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石井　八
わ こ

瑚さん

（櫻田区）
石田　凪

な ぎ と

叶さん

（大澤区）

土屋　希
き こ

子さん

（櫻田区）

峯村　和
わ か

花さん

（池代区）

北島　幸
ゆ き な

奈さん

（峰輪区）

おめでとうございます（婚姻）
夫 妻

地 区氏 名地 区氏 名

金 沢 指 出　 剣 浜松市 波多野実穂

江奈２ 髙橋　勇太 江奈２ 鴻野　紗希

町の人事

【採　用】２月１日付け

　　　 　辻　雅也　総務課付　

【問合せ】総務課（４２）３９６３


